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出量はインドネシアが 26t、タイが 267t、ベトナムが 129t である。2017 年産（2017 年 9
月～2018 年 8 月）の輸出実績はインドネシアが 106t、タイが 695t、ベトナムが 299t であ













 図 1 は、日本産リンゴの輸出量の推移を示したものである。 
わが国のリンゴ輸出は、明治時代から始まっており、青森県が 1899 年（明治 32 年）に
ロシア・ウラジオストクへリンゴを輸出したという記録を残している。2019 年現在、わが
国のリンゴ輸出は 120 年を迎えている。青森県は 1940 年（昭和 15 年）に、2008 年（平成
20 年）と並ぶ 22,000t を、中国を中心に輸出している。 




験的に輸出を試みている。戦後から第 1 次オイルショック（1973 年）まで 1～2 万 t 前後
のリンゴが輸出されていた。同期間のリンゴ輸出は、1968 年の価格暴落以来、リンゴの品
種更新が進み、余剰分が輸出されるというものであった。 
第 1 次オイルショックから台湾 WTO 加盟（2002 年）まで、日本から台湾向けの輸出量
は 2,000t に制限されていたこともあり、1,000t～5,000t の範囲にとどまっていた。2002
年 1 月、台湾が WTO に加盟し、輸入割当制が撤廃した。その後の 2007 年には、2 万 5 千
t 越え、過去最高を記録した。 
台湾が WTO に加盟して、日本産リンゴの輸出が始まったように思われがちであるが、高
度経済成長期から第 1 次オイルショックには第 1 期のリンゴ輸出ブームが到来していた（中
村（2007））。台湾の WTO 加盟後から現在に至るまでのリンゴ輸出は第 1 期のリンゴ輸出
ブームといえるだろう。 
 
2.台湾 WTO 加盟後における日本産リンゴ輸出量の推移 




24 年）は 1 万 t を割り込んでいる。図中を見ても、東日本大震災前までの日本産リンゴの
輸出先は 9 割が台湾一国で占められており、第 2 位の輸出先国である香港であっても輸出










20,000t 時代から 30,000t 時代を迎えて、現在に至っている。 
 
3.台湾 WTO 加盟後における日本産リンゴの国別輸出価格の推移 
2002 年の台湾 WTO 加盟以後、輸出先国のリンゴ輸出価格にも変化が生じている。 
図３は、台湾 WTO 加盟後における日本産リンゴの国別輸出価格の推移を示したものであ
る。 
2002 年当初、主要輸出先国向けの日本産リンゴの 1t 当たりの輸出価格は 2,000～
3,500USD であったが、2016 年には 3,500～6,500USD に上昇している。1t 当たりリンゴ
輸出価格（2016 年）が最も高い国は、オマーン（31,000USD）であり、次いで高いのはベ
トナム（6,767USD）である。1 ドル＝106.16 円（2020 年 9 月 9 日）と換算すれば、オマ
ーン向けリンゴは 1kg 当たり 3,291.0 円、ベトナム向けリンゴは同 718.4 円となる。ベト
ナムに次いで、インドネシア 6,269USD（665.5 円）、タイ 5,996USD（636.5 円）、フィリ





他方、2016 年の中国 4,329USD（459.6 円）、シンガポール 3,886USD（412.5 円）、台湾
3,722USD（395.1 円）、香港 3,641USD（円）、の同輸出価格は 3,500～4,000USD となっ
ており、これらの国々では高級品・大玉需要も多いが、家庭用でかつ小玉も増えている。1
人当たり GDP が 20,000USD 以下の輸出先国では贈答用需要が主だが、1 人当たり GDP
が 20,000USD 以上の輸出先国では一般用需要にもシフトしつつある。 
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4. 1 人当たりの GDP とリンゴの輸入価格との関連性 
図 4 は、1 人当たりの GDP とリンゴの輸入価格との関連性を図示した結果を示したもの
である。図中より 1 人当たり GDP が 20,000USD 以下のリンゴ輸出先国にはベトナム、イ
ンドネシア、タイ、フィリピン、中国、マレーシア等が 1 つのグループを形成している。
これら 6 つの中進国（1,000～13,000USD までの中所得国）では所得があがるほど、リン
ゴの輸入価格は低下していることが読み取れる。 
他方、1 人当たり GDP が 20,000USD 以上のリンゴ輸出先国には台湾、香港、シンガポ
ール等が 1 つのグループを形成している。これらの 3 つの高所得国（所得水準が 12,746USD
以上の国・地域）では、所得が上がっても輸入価格に大きな差が見られない。 
















2. 1 人当たりの GDP の上昇と法規制・ビジネス環境との関連性 
(1) アジア諸国の 1 人当たりの GDP の上昇 
リンゴのアジア輸出拡大要因としては、リンゴの輸出先国の 1 人当たり GDP の上昇が大
きいが、それに伴う法規制やビジネス環境が整備されることによる影響も大きい。 
図 6 は、アジア諸国の 1 人当たりの GDP の推移を示したものである。図中のアジア諸国
は、日本産が輸出されている国・地域を選んでいる。 
まず、日本の同 GDP は 2012 年の 48,632.9USD をピークに、2017 年には 38,448.6USD
に下落している。同様に、ロシアの同 GDP も 2013 年の 15,997.0USD をピークに、2017
年には 10,955.8USD に下落している。リンゴの輸出先国の中で、同 GDP が下落している
のは、輸出元である我が国とロシアだけである。 
その他の主要な輸出先国の同 GDP を見ると、シンガポールの同 GDP（39,223.5USD）
は 2007 年に、香港の同 GDP（40,182.0USD）は 2014 年に日本を追い越している。そし
て、2017 年には台湾（24,292.1USD）マレーシア（9755.2USD）、中国（8,643.1USD）、
タイ（6,590.6USD）、インドネシア（3875.8USD）、フィリピン（2,988.9USD）、ベトナム
（2,353.4USD）等の中所得国の同 GDP はほぼ順調に上昇していることが分かる。 
 



































































0％であり、タイやベトナムが 10％、フィリピンが 7％、マレーシアやインドネシアは 5％
である。 





わ が 国 は
TPPに合意し
て お り 、
CPTPP は






して 17％の関税をかけていた。つまり、リンゴ 1kg 当たりの国内価格が 280 円（2010～
2013 年の東京都中央卸売市場価格の平均値）、リンゴの国際価格 207 円（2010～2013 年の










中より、TPP 加盟後、マレーシアは即時関税を撤廃し、ベトナムは 3 年目に撤廃される。
関税撤廃後のマレーシア向けのリンゴ輸出は好調である。山形県国際経済振興機構はマレ
シンガ マレー フィリ インド ベト アメ
ポール シア ピン ネシア ナム リカ
関税率 20% 0% 10% 45% 10% 0% 5% 7% 5% 10% 0%
EPA適用税率 0% 0% 0% 0% 4%
出所：青森県農林水産部りんご果樹課『平成29年産りんご流通対策要項』
表２　輸出先国における日本産リンゴの関税率
台湾 香港 中国 韓国 タイ輸出先国




























また、日本産リンゴのベトナムの輸入は 2015 年 9 月 17 日に解禁となったが、ベトナム
が侵入を警戒する病害虫が日本で発生したことから、収穫までの袋掛けなど一定の植物検




林水産省は 2019 年 12 月 13 日、日本産リンゴをベトナムが輸入する際の植物検疫条件が
12 月 15 日から変更し、栽培時の袋掛けが免除となったことと発表した[4]。ベトナム向け
リンゴは、輸出が開始された 2015 年の 17.0t から、条件が免除となる前の 2018 年でも













弱みは、価格が高いこと（南アフリカ産の 4.0 倍、アメリカ産の 3.0 倍等）や、生産量 5
位の福島産は台湾や香港には輸出できないこと等があげられる。 





マレーシア 5％，無税（EPA） 即時撤廃 ○























































 図 9 は、台湾向けリンゴの国別輸出量の推移を示したものである。まず、台湾向けの輸
出は台湾がWTOに加盟後の2002年以降に急増していくが、2002年にはアメリカ（57,582t）、






 図 9 は、台湾向けリンゴの国別輸出価格の推移を示したものである。価格帯は日本産が
第 1 位であり、東日本大震災前後には 1t 当たり輸出価格 4,285USD（2011 年）、4,316USD
（2012 年）の値を付けたこともある。2016 年の同価格は 3,722USD であり、東日本大震
災以降の日本産は 3,000～3,500USD 前後の価格帯にあるといえるだろう。 
他方、韓国産は第 2 位であり、東日本大震災後に日本産価格が上昇したことと連動し、
同輸出価格は 3,537USD（2012 年）の値を付けたこともあるが、2,000～2,500USD 前後の
価格帯にあるといえるだろう。高級品市場は韓国産と多少競合しているが、アメリカやチ
リ、及びニュージーランド等、他の輸出国とは棲み分けされている。 




じ（山形産 8 個）は 1,380TWD（5,147.4 円）であり、日系に限らず現地系の小売手に販売
されている。富裕層向けのアメリカ産ふじ（2 個）は 160TWD で販売されている。富裕層



















のリンゴは 2002 年から 2011 年まで、アメリカ、中国、ニュージーランド、及びチリが上
位の輸出国であった。2011 年にはアメリカ（51,627t）、中国（23,240t）、ニュージーラン
ド（11,947t）、チリ（11,264t）の順となっている。日本の輸出量は 2011 年には 1,115t で








がある。2009～2016 年の韓国産は 2,000～3,000USD 前後の価格帯にあることが読み取れ
る。香港の高級品市場も台湾と同様に、韓国産とは多少競合しているが、その他の輸出国
とは棲み分けされていることがわかる。 
表 7 は、香港におけるリンゴの市場価格（2018 年 4 月）を示したものである。表中より、
商品 原産国 TWD 円 販売 業態 店舗がターゲット
ブランド名 （産地） （台湾ドル） （換算） 単位 分類 とする所得者層
サンふじ 日本（山形） 1,380 5147.4 8個 現地系 富裕層
ふじ アメリカ 160 596.8 2個 現地系 富裕層
こうこう（大玉） 日本（岩手） 278 1036.9 2個 現地系 アッパーミドル
ふじ（大玉） 日本（青森） 288 1074.2 2個 現地系 アッパーミドル
とき 日本（青森） 86 320.8 2個 現地系 ローワーミドル
























































図 14 は、タイ向けリンゴの国別輸出価格の推移を示したものである。図中より 2013～
2016 年の日本産は 5,000～6,000USD 前後の価格帯にあり、タイでも台湾や香港と同様に
日本産が最も高い。ただし、タイ向け日本産の価格帯は、台湾（3,000～3,500USD）向け
の 1.6～2.0 倍前後、香港（2,000～3,000USD）向けの 2.5～3.0 倍前後高い。次いで、タイ
商品 原産国 HKD 円 販売 業態 店舗がターゲット
ブランド名 （産地） （香港ドル） （換算） 単位 分類 とする所得者層
Gala アメリカ 32.0 459.2 2個 現地系 富裕層
Pink Lady アメリカ 30.0 430.5 2個 現地系 富裕層
Green Apple フランス 52.0 746.2 2個 現地系 富裕層
Braeburn フランス 52.0 746.2 2個 現地系 富裕層
Gala フランス 52.0 746.2 2個 現地系 富裕層
Golden Apple フランス 52.0 746.2 2個 現地系 富裕層
Jonagold（有機） アメリカ 36.0 516.6 2個 現地系 富裕層
Jazz（有機） アメリカ 39.0 559.7 2個 現地系 富裕層
Camco（有機） アメリカ 36.0 516.6 2個 現地系 富裕層
Red Delicious アメリカ 32.0 459.2 2個 現地系 富裕層
Pink Lady オーストラリア 30.0 430.5 2個 現地系 富裕層
Melrose 日本 130.0 1865.5 2個 現地系 富裕層
世界一 日本（青森） 75.0 1076.3 1個 現地系 富裕層
王林 日本（青森） 60.0 861.0 2個 現地系 富裕層
Jonagold 日本 58.0 832.3 2個 現地系 富裕層
陸奥 日本（青森） 104.0 1492.4 2個 現地系 富裕層
姫りんご 日本（青森） 45.0 645.8 1パック 現地系 富裕層
金星 日本 64.0 918.4 2個 現地系 富裕層
ふじ 日本（青森） 64.0 918.4 2個 現地系 富裕層
つがる 日本（青森） 538.0 7720.3 8個 現地系 富裕層
陸奥 日本（青森） 39.8 571.1 1個 現地系 アッパーミドル
星の金貨 日本（青森） 19.8 284.1 1個 現地系 アッパーミドル
シナノゴールド 日本（長野） 49.9 716.1 2個 日系 アッパーミドル
世界一 日本（青森） 44.9 644.3 1個 日系 アッパーミドル
冬恋 日本（岩手） 299.0 4290.7 10個 現地系 アッパーミドル


































図 15 は、シンガポール向けリンゴの国別輸出量の推移を示したものである。 
商品 原産国 THB 円 販売 業態 店舗がターゲット
ブランド名 （産地） （バーツ） （換算） 単位 分類 とする所得者層
Ambrosia アメリカ 158.0 560.9 4個 日系 富裕層
Gala ニュージーランド 99.0 351.5 4個 日系 富裕層
サンふじ 日本（山形） 85.0 301.8 1個 日系 富裕層
サン北斗 日本 240.0 852.0 1個 日系 富裕層
秋映 日本 79.0 280.5 1個 日系 アッパーミドル
シナノスイート 日本（長野） 98.0 347.9 1個 日系 アッパーミドル
Queen アメリカ 35.0 124.3 1個 日系 アッパーミドル
Fuji 中国 78.0 276.9 1個 日系 アッパーミドル
Gala アメリカ 49.0 174.0 1個 現地系 アッパーミドル
Red アメリカ 18.0 63.9 1個 現地系 アッパーミドル















同国には台湾や香港のように贈答文化がないが、所得が非常に高い（図 6 参照）。 
図 16 は、シンガポール向けリンゴの国別輸出価格の推移を示したものである。図中より













商品 原産国 SGD 円 販売 業態 店舗がターゲット
ブランド名 （産地） （ドル） （換算） 単位 分類 とする所得者層
ふじ 日本 11.8 989.2 2個 日系 アッパーミドル
ふじ 日本 13.8 1156.9 2個 日系 アッパーミドル
ROSE アメリカ 3.5 293.4 2個 日系 アッパーミドル
王林 日本 8.9 746.1 2個 現地系 アッパーミドル
JAZZ ニュージーランド 5.9 494.6 6個 アジア系 アッパーミドル


















ィリピン向けは、2002 年から 2016 年まで、中国とアメリカが主要な輸出国である。2016
年には安価な中国産（133,622t）が 94.2％を占め、14 万 t を超えた。他方、日本産は僅か
0.03％に過ぎない。 
図 18 は、フィリピン向けリンゴの国別輸出価格の推移を示したものである。図中より

















ら第 1 次オイルショックの第 1 期と、台湾 WTP 加盟後の第 2 期に分けられていた。リンゴ
の輸出は台湾に偏っていたが、香港向けが加わり、東南アジア向け輸出が急増している。
日本産リンゴは、贈答用需要が主だが、高所得国では家庭用需要にもシフトしつつある。











商品 原産国 PHP 円 販売 業態 店舗がターゲット
ブランド名 （産地） （ペソ） （換算） 単位 分類 とする所得者層
りんご 日本 237.0 530.9 1個 日系 富裕層
Fuji 中国 29.0 65.0 1個 現地系 富裕層
Alpha Fuji 不明 85.0 190.4 1個 現地系 富裕層
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